
季節の花々が彩りそえる自然と歴史豊かな古河総合公園　公式サイト：http://www.koga-kousya.or.jp/koga-park/

愛称：古河公方公園　てくてく情報　2017年1月号：冬景色

2016年1月号にて、この公園の「四季の風景」をご紹介致しましたので、今回は「冬景色」特集します。

雪景色の御所沼 霧に煙る星湖釣殿 水抜き後

雪華園 民家園 天神橋

富士見塚 桃林 茶畑

日の出 御所沼 上空の雲

ジェラテリア 富士見塚から 管理棟



季節の花々が彩りそえる自然と歴史豊かな古河総合公園　公式サイト：http:/www/koga-kousya.or.jp/koga-park/

愛称：古河公方公園　民家園   てくてく情報 　2017年2月号
冬：民家園の雪景色 春：ジンチョウゲ 春：スモモ

春：乙女椿 春：カイドウ 春：ヤエザクラ

春：フジ 地図 春：シャクナゲ

夏：サルスベリ 秋：キバナコスモス 秋：キンモクセイ

秋：サザンカ 秋：ドウダンツツジの紅葉 秋：紅葉

リンドウ



季節の花々が彩りそえる自然と歴史豊かな古河総合公園　公式サイト：http://www.koga-kousya.or.jp/koga-park/

愛称：古河公方公園　てくてく情報　2017年3月号　花桃特集

2017年3月18日（土）～4月5日（水）が桃まつり期間中です。  　　開花順：矢口→源平・寿星桃・寒白→菊桃（4月中旬）まで。

矢口：ピンク（全体の8割） 菊桃：赤 菊桃：ピンク

（桃林の8割）

寒緋：ピンク 源平：白（源氏）と紅（平家） 寒白：白 （希少）

アーモンド（モモ属）：薄いピンク 寿星桃：白 寿星桃：赤・ピンク

リンドウ

寒白：白  （希少） 天津：ピンク 源平：白とピンク 

黒川矢口：赤  （希少） ・源平は白（源氏）と紅（平家）の花

を、同じ木に咲かせます。年により、

どちらかが多かったり単色だったり、

源平合戦のごとく競うように咲くこと

が、この名前の由来といわれてい

ます。 



季節の花々が彩りそえる自然と歴史豊かな古河総合公園　公式サイト：http://www.koga-kousya.or.jp/koga-park/

愛称：古河公方公園　てくてく情報　2017年4月号　桜特集

4月5日（水）で桃まつりが終了します。桃から桜へと主役がかわっていきます。

枝垂れ桜 枝垂れ桜 枝垂れ桜

イヌザクラ （1本、遅咲き） ヤマザクラ

ウワミズザクラ

八重桜 八重桜 八重桜

左：彼岸桜、中央：寒緋桜 彼岸桜 （1本、早咲き） （2本、早咲き） 寒緋桜

リンドウ

染井吉野 



季節の花々が彩りそえる自然と歴史豊かな古河総合公園　公式サイト：http:/www/koga-kousya.or.jp/koga-park/

愛称：古河公方公園　雪華園  てくてく情報 　2017年5月号
今年の3月号は、この公園を代表する「花桃」を、4月号では「桜」を特集し、ご紹介しました。

昨年の5月号は、5月にどんな花が園内のどこで咲くのか矢印で示しました「5月の花MAP」を作成しました。

今回の5月号では、四季折々に美しい花や風景が見られる「雪華園」を特集します。

四季を通じて、色々な表情を見せてくれますので、訪れる価値はありますよ。是非ご覧下さい。

春：シダレザクラ 夏：キキョウ 夏：ノウゼンカズラ

春：フジ 夏：ギボウシ 夏：ホタルブクロ

春：ヤマブキ 雪華園の周辺地図 夏：ビックリグミ

春：ボタン 夏：キョウチクトウ 秋：キンモクセイ

春：ノイバラ 夏：ネムノキ 冬：雪景色

リンドウ



季節の花々が彩りそえる自然と歴史豊かな古河総合公園　公式サイト：http://www.koga-kousya.or.jp/koga-park/

愛称：古河公方公園　　てくてく情報　　2017年６月号　石碑　特集　2
昨年11月に、この公園を「代表する石碑」をご紹介しました。これから、数回に分けて全ての石碑を紹介していく予定です。

石碑特集の第二弾として、「御所沼」など、公園の「中央部」に位置する「石碑」と「6月の花」を紹介致します。

まくらが浜 雪華園 御所沼 おみたらせの清水

鴻巣の一本榎 園中央部の地図 二入川

キョウチクトウ 6月頃、公園の中央部に咲く花 ヘメロカリス

ノイバラ ネムノキ

次回は、公園の「南東部」に位置する石碑を紹介する予定です。みなさんも、「てくてく」歩いて探してみませんか。



古河公方公園てくてく情報 

大輪の大賀蓮花 

古河公方公園の夏の代表選手は、もちろ

ん「大賀ハス」です。 

この大賀ハスは、２０００年前の地層か

ら発掘された実が発芽したもので、１９

７５年に千葉市からハスの根２本を頂き

ました。植えられた大賀ハスは、その年

の夏に花を咲かせ、その後、大賀ハス池

は拡張され、現在では総面積３０００㎡

になっています。 

ハスの花は、深夜から開き始め、朝７時

～９時頃にお椀型に満開、花の姿は最も

美しくなって、正午頃には完全に閉じて

しまいます。６月下旬～８月上旬が開花

期間ですが、最盛期は７月中旬ごろです。

ご覧になりたい方は、これからの暑い時

期、まだ涼しい早朝に散歩をしながらハ

スの鑑賞はいかがですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  大賀ハス 

 

２０１７年７月号 

懐かしい農の風景 

 

御所沼の南側斜面にある田んぼ『ホッツ

ケ田』では、公園で活動している『どろ

んこクラブ』が田植えを行い、稲は順調

に生育し、今後は草取り、稲刈りと進ん

でいきます。昔からこの湿地で田を作っ

ていた人達の歴史を再現した農の風景の

中、米づくりを体験する機会は、いい経

験となることでしょう。 

ミソハギの花 

 
蓮池の近くには『ミソハギ』（別名精 霊

しょうりょう

花
ばな

）

が咲いています。ラベンダーと似ているた

め、よく勘違いされる方がいますが、実は

日本に昔からある花なのです。昔は、田ん

ぼの畔
あぜ

や、水辺などに自生していました。

お盆の時期に沢山咲くことから、お盆の仏

様へのお供えの花として良く使われていた

そうです。 

古河公方公園 



 

 ④先人の知恵が詰まった古民家

② ① 

③ 
④ 

①目洗弁天池からせせらぎに沿って中山台へ 

目洗弁天池からの園路は

桃林の中なので木陰にな

っています。中山台から流

れるせせらぎも相まって、

より涼しく感じられます。 

 

①目洗弁天池からせせらぎに沿って中山台へ 

②チャプチャプ楽しい中山のせせらぎ 

やっぱり水遊びは外せませんね。 

大人気のガッチャンポンプで遊ぶと 

 昔の生活も学べます。一昔前まで 

  は、こうして井戸水を汲み上げ 

  るのが一般的でした。 

    

    元気に水遊びをする 

    子どもたちを見てい 

    るだけで、大人は涼 

    しくなれますね。 

   もちろん入っていただ

  いても大丈夫ですよ（笑） 

③公方様の森で野草や昆虫との出会い

中山台から管理棟の脇を抜け 

公方様の森へ。園路の南 

側が森ですから、ずっと 

日陰です。天神橋の方へ 

進み、古河公方館跡へと 

続く園路の辺りに生えている 

のが「ヤブミョウガ」。葉がミョウガに似ている

事から、その名がついたようです。 

    憧れの昆虫「ノコギリクワガ

    タ」いつの時代も男の子は夢 

    中です。 

   せっかく公園に来たなら、スマ 

    ホの画面を見つめてモンスター探し   

なんてもったいない！ 

古民家の土間へ足を踏

み入れると、外よりヒ

ンヤリ感じます。 

茅葺き屋根と土壁は、

熱を遮るだけでなく、

湿度も調節し、白い外

壁は日光を反射してく

れます。 

 
扇風機もエアコンも無い時代、先人たちは知恵を絞って環境と向き

合ってきたんですね。 

 

▼この時期は「スズメバチ」が活発化して

きます。散策の際は十分お気をつけくださ

い。また、ハチを見つけたらすぐに管理棟

までお知らせください。 



 

クズと同様に日本 
から世界に広まった 
世界の侵略的外来種ワー 
スト 100には、イタドリがあり
ます。これも茎を食用、根は薬
として、若葉は揉んで止血にと
使われたそうです。意外なとこ
ろではワカメ。海外ではほとん
ど食べられないようです。 

② 

① 
③ 

④ 

⑤ 

 

まずは民家園を横目に

南へ。園路沿いはたくさ

んのハギが咲いていま

す。およそ 200ｍ弱程続

いていますが、途中で左

に曲がって、こぶし野、

つつじ山方面へ向かい

ましょう。   ▲頭文字を取って「お好き
な服は」と覚えます。他に
も「ハスキーなお袋」とい
うちょっと面白い覚え方
もありますよ。 

②のあたりは野草がたくさん生えています。

背が高く鮮やかな黄色のオミナエシがお出迎

え。カワラナデシコやフジバカマは足元を探

してください。 

ハ ギ 

オミナエシ 

カワラナデシコ フジバカマ 

⑥ 

グミの木を過ぎると、少しクネクネ「ス

スキの小径」です。両側がススキで、

さながら巨大迷路。 

相ノ谷橋を渡り、御所沼を右手に園路

を右方向へ進めば、ジェラテリアの南

側が雪華園です。ここにはキキョウと 

 タカノハススキというススキの園芸

品 種があります。葉の縞模様を確か 

  めてみてください。決して病気で 

 はありませんので、ご安心を（笑） 

 

キキョウ 
タカノハススキ 

ク ズ この付近に多く見られる 

クズは、万葉集にも多く 

詠われ、根は葛粉や漢方 

の葛根湯として、つるは 

作業用や籠を編んだり、繊 

維を葛布として利用するなど、 

生活に密着した植物でした。繁殖力が高

く、他の植物に覆いかぶさって成長を妨げ

るため、現代では世界の侵略的外来種ワー

スト 100 に選定されています。時代や地域

性によって人間の生活との関わりが薄く

なり、増えすぎて有害とみなされてしまう

のは、なんだか少し気の毒に思えますね。 

春に菜の花があったこの場所

は、秋になるとコスモスに模様

替え。ここを歩けば、老若男女

問わず乙女チックな気分に（笑） 

パンパス 
グラス 

   コスモスの中央にスーッと頭を

出しているのはパンパスグラス。シロガ

ネヨシ、または西洋ススキと呼ばれます

が、ススキ属ではありません。 

コスモス畑から虚空蔵様寄りの

細い園路を通って目洗弁天池

へ。鮮やかな赤い彼岸花はこの

付近にたくさん咲きます。虚空

蔵様側には白い花も見られるか

もしれませんよ。他にもあちこ

ちに少しずつ咲いていますの

で、探してみてください。 



 

② 

④

① 

③
⑤

⑥ 

⑦ 

⑧ 

過ごしやすい秋は行楽、スポーツに最適な季節です。

今月のてくてく情報は「公園散歩のススメ」として、

約２キロ、時間にして約３０分のお散歩コースをご提

案します。赤矢印   がルートです。青矢印    は 

寄り道ルートですので、余裕があったら回ってみてく

ださい。 

管理棟から東（正面入口）方向

へスタート。左手の石垣には 

ヤブランと白くてかわいい 

タマスダレが目線の高さに 

咲いています。 

せせらぎから桃林のあたりは適

度に起伏があり、良い運動になり

ます。余裕があったら、ぜひ 

ヤブラン 

タマスダレ 

目洗弁天池まで行かずに、おみた

らせの清水を渡りましょう。石碑

が目印です。渡ったら左へ。コル

チカムがひょこっと咲いていま

す。コスモスも 

見頃ですよ。 

コルチカム 
コスモス 

 

「徳源院
とくげんいん

跡」へ。第５代古

河公方足利義
よし

氏
うじ

の息女・

氏女
うじひめ

の法号から徳源院と称

された寺の跡で、現在は「古

河公方足利義氏墓所」とし

て県指定文化財となってい

ます。 

本格的な紅葉はまだ先ですが、駐車場 

ではトチノキとカツラが色づいていま 

す。特にカツラは丸い葉にキレイな黄 

色が素敵ですね。紅葉はまた来月に改 

めて紹介予定です。 カツラ 

 木陰はあえて通らずに、爽やかな秋

の日差しをたっぷり浴びて芝生広場を

縦断してみましょう。余裕があったら

青矢印ルートで遊具広  

場へ。バランス運動の 

吊橋遊具がおすすめ。  

富士見塚も登って眺  

望を楽しんでください。 

富士見塚 

獺島、ススキ島には鴨の群れが休憩 

していることがよくあります。愛ら 

しい姿に癒やされますよ。 

疲れたら⑦にあるベンチで一

休み。ここからこぶし野、

春草席
しゅんそうせき

のエリアを眺めるのも

良いですよ。仙人池に近づく

と、向こうには白壁の旧中山

家が顔を覗かせます。 

 

ススキの小径を抜けると左手に見えてくるのは 獺
かわうそ

橋。除草も終わりましたので、ちょっと寄り道して獺

島とススキ島にも立ち寄ってみてください。橋が細い

のでお気をつけて。童心に帰って探検気分で。 

⑨ 

⑩ 

芋ころがし坂を登ってちょっと寄り道。民家

園の東側入口から入ってすぐ、キバナコスモ

スをひと目ご覧あれ。 

キバナコスモス 

公方様の森は中央の園路を抜けてください。 

南側はスズメバチが蜜を吸いに来る木がある 

ため通行止めにし 

ています。森を抜 

けたら天神橋は渡 

らずに、右の細い 

坂を降りて管理棟 

へ。約２キロの散 

歩もゴールです。 

御所沼の中洲と星
せい

湖
こ

 

釣
つり

殿
どの

近くの舟にも鴨 

の姿を見かけます。 

アオサギとも仲良し 

ですよ。 



 

 

マップの◎の場所で

拾えますよ。 

◎ 

① 

⑦の駐車場に数本あるモミジバフウ

は、写真の通りカエデによく似た葉を

しています。紅葉葉楓と書き、「楓
かえで

」

の字がつきますが、これはフウ 

属の一種です。カエデの仲間 

はプロペラ状の「翼果」を付け 

ますが、フウ属は、トゲのあ 

る球体の集合果を付けるのが 

大きな違いです。 

見方によって、見どころ、楽しみ

は無限です。南エリアは展望デッ

キや日和山、つつじ山などの高台

も多く、時期や時間帯によっても

見える景色は様々です。お気に入

りの眺めを探してみて下さい。 

◎ 

１０月は長雨と台風で思うように秋を楽しめず、な

かなか行楽とはいかなかったのではないでしょう

か。紅葉のシーズンになり、公園の木々も色づいて

います。遠くの行楽地もいいですが、近くで紅葉を

楽しみましょう。（掲載している写真は、最近撮影

のものと去年のものがあり、実際の紅葉具合とは異

なる場合がありますのでご了承ください。） 

モミジは園内にたくさんありますが、数が多い

のは目洗い弁天池周辺①です。②の周辺、雪華

園や富士見塚の西側にも点在します。中でも目

立つのは許
まくら

我
が

岬
みさき

の 1本ですね。 

 

虚空蔵
こ く うぞ う

様
さま

の前には大きな 

イタヤカエデがあります。 

これは紅ではなく黄色に 

「黄葉」する種類です。 

カエデもモミジも同じムクロジ科カエデ属で分類上

は同じですが、特徴によって呼び方を変えています。

アジアを中心に約１２８種もあるそうですよ。 

② 

樹木ごとに紅葉を見るのも良いですが、

少し視点を広げて見てみましょう。 

③ 

黄葉の代表、おなじみのイチョウ

は南エリアの茶畑からこぶし野へ

向かう⑤の辺りに。その近くの河

童沼周辺にイロハモミジがありま

すが、小さな橋の手前⑥にあるナ

ンキンハゼにも注目。写真はまだ

紅葉し始めですが、赤くなってい

きます。 

モミジに負けじと真

っ赤に染まるドウダ

ンツツジ。管理棟前の

石垣の上や駐車場④

を囲んでいます。 

④ 

⑤ ⑥ 

⑦ 

黄色からこげ茶色まで、いろんな種

類の木々が、それぞれに違った紅葉

でグラデーションを見せてくれま

す。武蔵野の雑木林、古き良き里山

の姿です。 

⑧ 

今の時期に水辺でよ
く見かけます。泳ぐ
と頭がクイクイと前
後するのがチャーム
ポイントです。 



 

■みなさんご存知のキツツキ 

（啄木鳥）の仲間。公方様の 

森で探してみましょう。アカ 

ゲラのオスは後頭部が赤く、 

写真のように頭部全体が黒い 

のはメスです。アカゲラの他 

に、小さくて茶色のコゲラ、 

オスメスともに頭部に赤が入り、背中が黄緑色っ

ぽいアオゲラなどがいます。木をつつく動作は

「ドラミング」といい、1秒に約 20回ほどの速さ

だそう。１回毎に時速 25km で壁に頭をぶつける

程の衝撃があるものの、上手に吸収して頭を保護

する体の仕組みなんだそうです。特性に合わせて

進化する、動物ってスゴイですね！ 

 

★ 

紅葉が終わり木々の葉も落ちて、本格的な冬の到来です。この時期、静け

さの中に響き渡るのは鳥たちの鳴き声。公方様の森を中心に、たくさんの

鳥の姿を確認できます。てくてくお散歩しながらのバードウォッチングは

いかがでしょうか。今回は公園で見られる鳥の一部をご紹介します。 

なんとなく夏のイメージがあるカワセミで
すが、留鳥なので冬でも見かけます。マップ
の◎の辺りで運が良ければ会えますよ。御所
沼の水面を飛んでいく鮮やかな姿は「飛ぶ宝
石」そのものです。観察、撮影は、警戒させ
ないように、お静かにお願いしますね。 

◎ 

◎ 

◎ 

■セキレイの仲間、ハクセキレイは水辺のヨ

シに止まって、穂や茎の中の虫を食べたり、

二入川で水浴びをしていたりします。陸を歩

くとき、尾羽を上下に振る姿がカワイイです

よ。セグロセキレイやキセキレイもいますが、

縄張り争いで数が減っているようです。 

■シジュウカラは雑木林や農耕地、公園、住

宅地など、全国的にも多く見られる鳥です。

お腹の黒い縦線が特徴で、メスと比較してオ

スは写真のように線が太く、不鮮明で細いの

は幼鳥です。2016年 3月の総合研究大学院大

学の発表によると、単語をつなげて文を作る

能力があり、人間に近いコミュニケーション

をしているそうですよ。 

■エナガもシジュウカラの仲間ですが、尾羽

まで含めた体長が約 14cmほどしかなく、小さ

な鳥です。他のシジュウカラ科の鳥と混群す

ることもあり、小さな体に似合わず、群れの

先導をするそうです。 

 
■冬鳥として渡来するツグミ。よく芝生など

でピョンピョン跳ねては止まって餌を探して

います。一説には、日本でほとんど鳴き声が

聞けない事から、「口をつぐむ」→「ツグミ」

と名がついたと言われています。 

■スズメより少し大きく、枝に止まって尾を

回している鳥がいたらモズです。キチキチと

高鳴きをして縄張り争いをします。獲った餌

を枝などに突き刺しておく「モズのはやにえ

（早贄）」という行動をしますが、理由につい

てはよくわかっていないそうです。 

■スズメ目の中でもカラス 

科のカケスは、他の鳥の声 

やチェーンソーなどの音マ 

ネが得意。通常は「ジェー、 

ジェー」と鳴くそうで、そこから「ユーラシ

アン・ジェイ」という英語名がついています。

他の鳥のマネをしていたら、見つけられない

かもしれませんね（笑）★印の「駒ケ崎の森」

で会えるかもしれませんよ。 
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